
 

 

川崎都市計画地区計画の変更 

都市計画登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区地区計画を次のように変更する。 

名 称  登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区地区計画 

位 置  川崎市多摩区登戸 

面 積  約 ３７．６ ha 

地 区 計 画 の 目 標

 登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区は、新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」において、

地域生活拠点に位置付けられ、地域資源である多摩川や生田緑地などを活かし、魅力と活力

にあふれた川崎市北部の拠点地区の形成を目指して、土地区画整理事業などが推進されてい

る。こうした中、当該地区の街並みづくりの方針である「登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区個性

ある街づくり方針」が地域住民の発意と創意に基づき川崎市に対して提言されており、この

提言をもとにして土地利用計画図（地区別方針図）が策定されている。 

 土地区画整理事業と住民による取り組みを推進し、多摩区総合庁舎並びに登戸駅及び向ヶ

丘遊園駅の二つの駅が立地する優位性を活かした地域生活拠点及び多摩区の中心にふさわ

しい「人や自然とふれあう街登戸」を目指し、地区計画を定める。 

 これを実現するための基本目標を次のとおりとする。 

１ 水と緑を生かした潤いが感じられる街なみづくり 

２ 津久井道などの歴史・文化が感じられる街なみづくり 

３ 生まれ変わるまちにふさわしい街なみづくり 

土 地 利 用 の 方 針

 本地区は、地域生活拠点及び多摩区の中心として、商業、業務、住宅等の機能を有する複

合的で、健全な市街地環境の計画的な形成を図るため、地区の特性に応じて、適切かつ良好

な土地利用を図る。 

 登戸駅前地区及び向ヶ丘遊園駅前地区は、多様な都市機能が集積する地区の中心商業地と

して、たくさんの人が集い、交流する、賑わいの感じられる空間形成を図り、多摩区の玄関

口にふさわしい賑わいと広がりが感じられる街並みを形成する。 

 登戸駅・向ケ丘遊園駅連携地区は、隣接する２つの駅前の中心商業地の賑わいを適切に受

け止め、双方の結びつきを強める連携地区として位置付け、登戸駅・向ヶ丘遊園駅周辺にあ

る中心商業地の機能を補完すべく多様な機能（業務、学術・研究、医療・福祉、居住等）を

誘導するとともに、歩行者に安全な空間形成を図る。 

 界隈商業地区は、多摩区の文化・業務の中心核にふさわしい、文化が感じられ緑あふれる

空間形成を図る。 

 界隈共存地区は、住商共存地区として位置付け、都市型住宅と生活に必要な商業・サービ

ス施設等が適切に立地した空間形成を図る。 

 住宅地地区は、住宅を中心とした緑豊かな落ちついた空間形成を図る。 

 歴史の道沿道は、シンボル的な都市軸となる道路及び沿道空間が一体となった広がりと風

格のある空間形成を図る。 

地区施設の整備の方針

 本地区では、土地区画整理事業により、質の高い都市計画道路、駅前広場等公共施設を整

備する。また、周辺地区住民及び地区内居住者の利便に供する公園、区画道路等の地区施設

を整備する。これらの地区施設の整備にあたっては、地区の特性を活かし、質の高い、個性

ある街並みづくりを行うとともに、その機能が損なわれないように維持、保全を図る。 
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建築物等の整備の方針

 個性ある街なみを計画的に形成し、その維持及び保全を図るため、地区の特性に応じて建

築物等の用途の制限、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限その他について必要な基

準を設ける。 

 



 

 

 

 

 

「区域、地区整備計画の区域及び地区の区分は計画図表示のとおり」 

理 由 別紙、理由書による。 

地区の名称 登戸駅前地区Ａ 登戸駅前地区Ｂ
向ヶ丘遊園駅前

地区 
界隈商業地区 界隈共存地区 地

区
の
区
分 地区の面積 約 １．５ ha 約 ０．７ ha 約 １．６ ha 約 ３．５ ha 約 ２．５ ha 

建築物等の 

用途の制限 

 次に掲げる建

築物は建築して

はならない。 

１ 住宅、共同

住宅、寄宿舎

又は下宿の用

途に供するも

の（１階又は

２階に店舗、

事務所その他

これらに類す

る部分を有す

るものを除

く。） 

２ 個室付浴場

業に係る公衆

浴場その他こ

れに類するも

の 

 次に掲げる建

築物は建築して

はならない。 

１ 個室付浴場

業に係る公衆

浴場その他こ

れに類するも

の 

 次に掲げる建築物は建築しては

ならない。 

１ 射的場、勝馬投票券発売所、

場外車券売場その他これらに類

するもの（マージャン屋、ぱち

んこ屋を除く） 

２ 個室付浴場業に係る公衆浴場

その他これに類するもの 

 次に掲げる建

築物は建築して

はならない。 

１ マージャン

屋、ぱちんこ

屋、射的場、

勝馬投票券発

売所、場外車

券売場その他

これらに類す

るもの 
地

区

整

備
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画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の形態

又は色彩その他

の意匠の制限 

― ― 

 建築物等の外観に使用する基調となる色彩は、マ

ンセル表色系（日本工業規格に定める色の表示方法）

で次の各号のいずれかに該当するものとする。ただ

し、建築物等の外観の各面の面積のうち５分の１未

満の面積で使用する色彩又は表面に着色していない

自然石、木材、土壁、ガラス等の素材本来が持つ色

彩については、この限りでない。 

(1) 彩度２以下 

(2) 色相０Ｒから９.９Ｒの範囲であり、彩度４以下

(3) 色相０ＹＲから９.９ＹＲの範囲であり、彩度６

以下 

(4) 色相０Ｙから４.９Ｙの範囲であり、彩度６以下

(5) 色相５Ｙから９.９Ｙの範囲であり、彩度４以下



理由書 

 

川崎都市計画地区計画の変更（登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区地区計画） 

 

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区は、本市の新総合計画である「川崎再生フロンティアプラン」において、地域

生活拠点に位置付けられ、土地区画整理事業などにより、安全で快適な市街地の整備を推進し、地域資源であ

る多摩川や生田緑地などを活かし、個性ある利便性の高い地域生活拠点の形成を目指すこととしております。 

「都市計画マスタープラン」では、地区の特性にあわせ、それぞれのゾーンにふさわしい土地利用を誘導し、

住民の発意による自然や歴史等の地域資源を活用した街並み景観のルールづくりや、まちの個性を育む住民や

商店街、ＮＰＯによる主体的なまちづくり活動を支援することとしております。 

 

そのような中、地域住民の発意と創意により、平成１８年３月には、当該地区の街並みづくりの方針である

「登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区個性ある街づくり方針」が策定され、さらに、平成２０年３月には、「街並み

景観形成に向けたルール（案）」として、本市に対し提言をいただきました。これをふまえ、本市では、地区

ごとの特色をふまえたまちづくりの方針等を示す「土地利用計画（地区別方針図）」を策定しております。 

 

本案は、土地区画整理事業の進捗を踏まえ、地域生活拠点及び多摩区の中心にふさわしい計画的な市街地形

成と住民との協働による個性あるまちづくりを推進することを目的に、「土地利用計画図（地区別方針図）」

に基づき、本地区内の一部に具体的な建築の制限である地区整備計画を定める等の変更をしようとするもので

す。 

 



新 

名 称  登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区地区計画 

位 置  川崎市多摩区登戸 

面 積  約 ３７．６ ha 

地 区 計 画 の 目 標

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区は、新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」において、地

域生活拠点に位置付けられ、地域資源である多摩川や生田緑地などを活かし、魅力と活力にあ

ふれた川崎市北部の拠点地区の形成を目指して、土地区画整理事業などが推進されている。こ

うした中、当該地区の街並みづくりの方針である「登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区個性ある街づ

くり方針」が地域住民の発意と創意に基づき川崎市に対して提言されており、この提言をもと

にして土地利用計画図（地区別方針図）が策定されている。 

土地区画整理事業と住民による取り組みを推進し、多摩区総合庁舎並びに登戸駅及び向ヶ丘

遊園駅の二つの駅が立地する優位性を活かした地域生活拠点及び多摩区の中心にふさわしい

「人や自然とふれあう街登戸」を目指し、地区計画を定める。 

これを実現するための基本目標を次のとおりとする。 

１ 水と緑を生かした潤いが感じられる街なみづくり 

２ 津久井道などの歴史・文化が感じられる街なみづくり 

３ 生まれ変わるまちにふさわしい街なみづくり 

土 地 利 用 の 方 針

本地区は、地域生活拠点及び多摩区の中心として、商業、業務、住宅等の機能を有する複合

的で、健全な市街地環境の計画的な形成を図るため、地区の特性に応じて、適切かつ良好な土

地利用を図る。 

登戸駅前地区及び向ヶ丘遊園駅前地区は、多様な都市機能が集積する地区の中心商業地とし

て、たくさんの人が集い、交流する、賑わいの感じられる空間形成を図り、多摩区の玄関口に

ふさわしい賑わいと広がりが感じられる街並みを形成する。 

登戸駅・向ケ丘遊園駅連携地区は、隣接する２つの駅前の中心商業地の賑わいを適切に受け

止め、双方の結びつきを強める連携地区として位置付け、登戸駅・向ヶ丘遊園駅周辺にある中

心商業地の機能を補完すべく多様な機能（業務、学術・研究、医療・福祉、居住等）を誘導す

るとともに、歩行者に安全な空間形成を図る。 

界隈商業地区は、多摩区の文化・業務の中心核にふさわしい、文化が感じられ緑あふれる空

間形成を図る。 

界隈共存地区は、住商共存地区として位置付け、都市型住宅と生活に必要な商業・サービス

施設等が適切に立地した空間形成を図る。 

住宅地地区は、住宅を中心とした緑豊かな落ちついた空間形成を図る。 

歴史の道沿道は、シンボル的な都市軸となる道路及び沿道空間が一体となった広がりと風格

のある空間形成を図る。 

地区施設の整備の方針

本地区では、土地区画整理事業により、質の高い都市計画道路、駅前広場等公共施設を整備

する。また、周辺地区住民及び地区内居住者の利便に供する公園、区画道路等の地区施設を整

備する。これらの地区施設の整備にあたっては、地区の特性を活かし、質の高い、個性ある街

並みづくりを行うとともに、その機能が損なわれないように維持、保全を図る。 

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

建築物等の整備の方針

個性ある街なみを計画的に形成し、その維持及び保全を図るため、地区の特性に応じて建築

物等の用途の制限、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限その他について必要な基準を

設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧 

名 称  登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区地区計画 

位 置  川崎市多摩区登戸 

面 積  約 ３７．６ ha 

地 区 計 画 の 目 標

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区は、新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」において、地

域生活拠点に位置付けられ、地域資源である多摩川や生田緑地などを活かし、魅力と活力にあ

ふれた川崎市北部の拠点地区の形成を目指して、土地区画整理事業などが推進されている。こ

うした中、当該地区の街並みづくりの方針である「登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区個性ある街づ

くり方針」が地域住民の発意と創意に基づき策定されている。 

土地区画整理事業と住民による取り組みを推進し、多摩区総合庁舎並びに登戸駅及び向ヶ丘

遊園駅の二つの駅が立地する優位性を活かした地域生活拠点及び多摩区の中心にふさわしい

「人や自然とふれあう街登戸」を目指し、地区計画を定める。 

これを実現するための基本目標を次のとおりとする。 

１ 水と緑を生かした潤いが感じられる街なみづくり 

２ 津久井道などの歴史・文化が感じられる街なみづくり 

３ 生まれ変わるまちにふさわしい街なみづくり 

土 地 利 用 の 方 針

本地区は、地域生活拠点及び多摩区の中心として、商業、業務、住宅等の機能を有する複合

的で、健全な市街地環境の計画的な形成を図るため、地区の特性に応じて、適切かつ良好な土

地利用を図る。 

登戸駅前地区及び向ヶ丘遊園駅前地区は、多様な都市機能が集積する地区の中心商業地とし

て、たくさんの人が集い、交流する、賑わいの感じられる空間形成を図る。 

登戸駅と向ヶ丘遊園駅に挟まれる鉄道沿いの区域は、隣接する２つの駅前の中心商業地の賑

わいを適切に受け止め、双方の結びつきを強める連携地区として位置付け、駅前の中心商業地

の機能を補完すべく多様な機能（業務、学術・研究、医療・福祉、居住等）を誘導するととも

に、通過交通などが入り込まない安全な空間形成を図る。 

多摩区総合庁舎周辺地区は、多摩区の文化・業務の中心にふさわしい、文化が感じられ緑あ

ふれる空間形成を図る。 

駅前の中心商業地並びに連携地区及び補助幹線道路の各周辺区域は、住商共存地区として位

置付け、都市型住宅と生活に必要な商業・サービス施設等が適切に立地した、おしゃれで都会

的な空間形成を図る。 

住宅地は、住宅を中心とした緑豊かな落ちついた空間形成を図る。 

地区の拠点を連絡する幹線道路沿いは、シンボル的な都市軸となる道路及び沿道空間が一体

となった広がりと風格のある空間形成を、補助幹線道路沿いは、生活に密着した、ゆとりと潤

いが感じられる空間形成を図る。 

多様な店舗が連続する地区は、回遊性が高く、賑わいの感じられる歩行者優先の空間形成を

図る。 

地区施設の整備の方針

 本地区では、土地区画整理事業により、質の高い都市計画道路、駅前広場等公共施設が整備

される。また、周辺地区住民及び地区内居住者の利便に供する公園、区画道路等の地区施設が

整備される。これらの地区施設の整備にあたっては、地域の特性を活かし、質の高い、個性あ

る街並みづくりを行うとともに、その機能が損なわれないよう維持、保全を図る。 
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建築物等の整備の方針

 個性ある街なみを計画的に形成し、その維持及び保全を図るため、土地利用の特性等に応じ

た一定の統一感のある建築物の整備を図る。 

 そのため、建築物等の用途の制限、壁面の位置の制限その他について必要な基準を設ける。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新 

 

 

「区域、地区整備計画の区域及び地区の区分は計画図表示のとおり」 

 

 

※ 下線部：新旧で異なる部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧 

 

地区の名

称 
登戸駅前地区Ａ 登戸駅前地区Ｂ 地区 

の 

区分 
地区の面

積 
約 １．５ ha 約 ０．７ ha 

地
区
整
備
計
画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の 

用途の制限 

 次に掲げる建築物は建築してはならない。 

１ 住宅、共同住宅、寄宿舎又は下宿の用途に

供するもの（１階又は２階に店舗、事務所そ

の他これらに類する部分を有するものを除

く。） 

２ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これ

に類するもの 

 次に掲げる建築物は建築してはならない。 

１ 個室付浴場業に係る公衆浴場その他これ

に類するもの 

「区域、地区整備計画の区域及び地区の区分は計画図表示のとおり」 

地区の名称 登戸駅前地区Ａ 登戸駅前地区Ｂ
向ヶ丘遊園駅前

地区 
界隈商業地区 界隈共存地区 地

区
の
区
分 地区の面積 約 １．５ ha 約 ０．７ ha 約 １．６ ha 約 ３．５ ha 約 ２．５ ha 

建築物等の 

用途の制限 

 次に掲げる建

築物は建築して

はならない。 

１ 住宅、共同

住宅、寄宿舎

又は下宿の用

途に供するも

の（１階又は

２階に店舗、

事務所その他

これらに類す

る部分を有す

るものを除

く。） 

２ 個室付浴

場業に係る

公衆浴場そ

の他これに

類するもの 

 次に掲げる建

築物は建築して

はならない。 

１ 個室付浴場

業に係る公衆

浴場その他こ

れに類するも

の 

 次に掲げる建築物は建築しては

ならない。 

１ 射的場、勝馬投票券発売所、

場外車券売場その他これらに

類するもの（マージャン屋、

ぱちんこ屋を除く） 

２ 個室付浴場業に係る公衆浴

場その他これに類するもの 

 次に掲げる建

築物は建築して

はならない。 

１ マージャ

ン屋、ぱちん

こ屋、射的

場、勝馬投票

券発売所、場

外車券売場

その他これ

らに類する

もの 地

区

整

備

計

画 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の形態

又は色彩その他

の意匠の制限 

― ― 

 建築物等の外観に使用する基調となる色彩は、マン

セル表色系（日本工業規格に定める色の表示方法）で

次の各号のいずれかに該当するものとする。ただし、

建築物等の外観の各面の面積のうち５分の１未満の面

積で使用する色彩又は表面に着色していない自然石、

木材、土壁、ガラス等の素材本来が持つ色彩について

は、この限りでない。 

(1) 彩度２以下 

(2) 色相０Ｒから９.９Ｒの範囲であり、彩度４以下 

(3) 色相０ＹＲから９.９ＹＲの範囲であり、彩度６以

下 

(4) 色相０Ｙから４.９Ｙの範囲であり、彩度６以下 

(5) 色相５Ｙから９.９Ｙの範囲であり、彩度４以下 


